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処理 プ ログラムの レベ ル ア ップにつ いて

7月1日 よ りFORTRAN,ALGOLの コ ンパイ ラが レベ ルア ップ され てい ます。これ によ り、従来

障害 で あった ものの うち、以下の点 が、修 正 され てい ますの でお知 らせ いた します。

(1)FORTRAN修 正 点

(1)同 じREAD文 で読 込んだ値 を配列 の添字式 に使 用で きなか ったのが修正 され ま した。

f列:READ(5,10)1,A(1)

(2)引 用 符で囲 まれた文 字定数 が0桁 の場合 、FT164Xの エ ラー メッセー ジを出 すようにlr多正 さ

れ ま した。

f列:N=▼ ▼

(3)DO型 入 出力並 びで、同 じ制御変数 を使用 した場合 、FT183Yの エ ラー メッセー ジを出す よう

修正 され ました。

{列:READ(5,10)((A(1,J),1=1,3),1=1,2)

(4)DOの 中 にimpliedDOが あ った場合 、結 果が正常 でなか ったのが修 正 され ました。

(5)論 理IF文 にRETURN文 が あ った場 合、結 果が正常 でなか ったのが修 正 され ました。

(6)OPTION文 でOMIT指 定 を した場 合、結果が正常 で なか ったのが修正 され ました。

(7)Dタ イ プに おいて、ENCODE文 でDO型 並 びを使 用す る と、プ ログラムがおか しいのエ ラー

に なっていたのが 、正 常 に コンパ イル され るように修 正 され ま した。

(8)1=R(1:integer,R:real)でlRI>235の 時 、1に0が 与 え られて いたの を・絶 対値 の最 大

値が与 え られ るよ う修正 され ま した。

(II)ALGOL修 正 点

(1)繰 り返 し文 で▼STEPの 後 が式 にな ってい る場合 、ALO49Yの エ ラー メッセー ジが出ていたも

のが修 正 され ました。

(2)時 間 打 ち切 りにな った時 、 「ア ドレス変換 でエ ラー がみつか った」 とい うエ ラーが出て いた

のが修正 され ました。

(3)書 式 記号Tの 処理 に誤 りがあ ったのが修 正 され ました。

(4)PAGEHEADが 正 常 に動作 しなか ったのが修正 され ました。

(5)添 字 付変数 を使 った文 の後に空文 があ る場 合 に コンパ イルエ ラー とな っていたのが修正 され

ました。



f列:▼IFB▼THEN▼BEGIN▼BEGIN

A(IIl):=A(III)x2;▼END;▼END;

(6)MKLESS指 定 で、ENDの 後 に コメン トを入れ ると、;が1個 無 視 され るこ とが あったのが

修正 され ました。

(7)forス テ ー トメン トが10重 以上 にな ると、

ALO81Z(KURIKAESIBUN)NOTAZYUUDOGAOOKISUGIRU.

HONYAKUOYAMERU.

の エ ラー メッセー ジを出すよう、修正 され ました。(仕 様変更)

(8)SNAPARRAYで パ ラメー タ1個 の場合 で も使 え るよ う、仕様変 更 され ました。

SNAPARRAY(A);A:配 列 名

とした場合 、

SNAPARRAY(ワ 〈SNAPARRAY>,,A);

と呼 び 出された もの として扱 われ ます。

修正 され た コンパ イラは、E27で

FORTRAN… …V3、L12

ALGOL… …V3、L6

で す。


